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イルランニングの参加人口は年間 19万 8 千人と
推計されている 2）。また、トレイルランニング、
アドベンチャーレースの国士舘大学への救護依頼
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ったものとした。 その結果、 競技復帰は 33人
（63.5%）、リタイア・要経過観察は19人（36.5%）、
救急搬送は 0 人（0%）だった。
３．救護に使用した資器材
トレイルラン、およびアドベンチャーレースの
救護の際に使用した資器材を図 1 に示す。傷病内
訳が示す通り、擦過傷・皮膚損傷に対する絆創膏
やガーゼ、捻挫・打撲に対するアイシング目的で
のヒヤロン、また熱中症様症状を呈する傷病者は
少なかったものの、競技中、競技後の脱水予防の
目的で水、OS-1®、塩飴の使用頻度が高かった。
Ⅴ．考　　察
今回、我々はトレイルラン、およびアドベンチ
ャーレースにおける傷病傾向を分析調査するため
に、12大会3,205人を対象として、救護記録をも
とに、1）傷病者の性別、年齢などの基礎データ、
2）傷病の種類、3）転帰、4）使用した資器材の
傾向を見た。その結果をもとに以下に考察する。
前年度、我々は近年の日本におけるマラソンラ
ンナーの傷病傾向を調査したが、その結果、大会
参加ランナー200,822人に対して、傷病者数は366
人だったと報告した 3）。その傷病者発生割合（傷
病者数／大会参加者数）は0.18%である。今回の
調査ではトレイルラン、およびアドベンチャーレ
ースの傷病者発生割合は 1.6%だったことから、
市街地で舗装されたコースを走行するマラソン大
会に比べ、未舗装の山道や、山や川、海などの自
然のフィールドを舞台にするトレイルラン、およ
びアドベンチャ ーレースの方が傷病者発生率は
8.9倍高いことが分かった。このことから、トレ
イルラン、およびアドベンチャーレースではマラ
ソン大会以上の数の資器材を準備する必要があ
る。その他、トレイルラン、およびアドベンチャ
ーレースは自然環境の中で競技を行うため、マラ
ソン大会ではあまり見られない、蜂やアブ、ブヨ、
ヒルなどによる刺咬症が発生したことから、この
対策のための資器材の準備、およびアナフィラキ
シーの既往やエピペンの処方の有無については事
前に参加者に確認をしておく必要がある。
一方で、傷病傾向はマラソン大会と、トレイル
ラン、およびアドベンチャーレースでは異なり、
マラソン大会では 42.9％が筋肉・関節痛に対し、
トレイルラン、およびアドベンチャーレースでは
17.3％だった。熱中症様症状もトレイルラン、お
よびアドベンチャ ーレースでは発生が少なかっ
図1　救護に使用した資器材
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た。また、マラソン大会に比べ、トレイルラン、
およびアドベンチャ ーレースは競技復帰率が高
く、リタイア・要経過観察群の割合が低く、今回
の調査では救急搬送はなかった。このことから、
一般的なマラソン大会よりもトレイルラン、およ
びアドベンチャーレースに参加する選手の方がレ
ースに向けたトレーニングを積んでいることや、
ペアやチームで参加する競技では、互いに助け合
う環境ができていること、大会自体に救護所や給
水所の設置が少ないために参加者自身で食料や水
分を携行し、各自のタイミングで摂取しているこ
とから、自分自身、およびペアやチーム間で各自
の責任のもとに体調の管理を行うことができてい
ることが、この結果につながったと推察した。
Ⅵ．ま　と　め
今回、我々はトレイルラン、およびアドベンチ
ャーレースにおける傷病傾向を分析調査するため
に、12大会3,205人を対象として、救護記録をも
とにその傾向を見た。その結果、マラソン大会に
比べ、傷病者発生率は8.9倍高く、競技復帰率が
高いことが判明した。また、自然環境からマラソ
ン大会ではあまり見られない刺咬症が多くみられ
た。今まで本邦において、トレイルラン、および
アドベンチャーレースを対象とした救護活動に関
する調査報告は少なかったため、今回の調査は、
今後のトレイルラン、およびアドベンチャーレー
スおいて準備すべき救護資器材の内容や数量を検
討するための一助とすることが可能となった。
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